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全
国
植
樹
祭
は
、
国
土
緑
化
運
動

の
中
心
的
行
事
と
し
て
、
昭
和
25

年
以
来
、
毎
年
春
に
国
土
緑
化
推

進
機
構
と
開
催
地
都
道
府
県
と
の

共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
。
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、

全
国
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
者
を

得
て
、
両
陛
下
の
お
手
植
え
や
参

加
者
に
よ
る
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

る
。
こ
の
植
樹
祭
は
、
ふ
る
さ
と

再
生
へ
の
思
い
を
込
め
た
植
樹
活

動
を
行
い
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
希
望

の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
を
加
速

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

全
国
植
樹
祭
へ
ご
臨
席
は
、
両
陛

下
が
大
切
に
し
て
き
た
地
方
公
務

「
三
大
行
幸
啓
」
の
一
つ
。
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
お
手
植
え
は
「

森
」
の
字
を
か
た
ど
り
、
そ
れ
ぞ

れ
３
本
の
植
樹
と
し
た
。
天
皇
陛

下
お
手
植
え
植
樹
は
、
ク
ロ
マ
ツ

・
ケ
ヤ
キ
・
ス
ダ
ジ
イ
。
皇
后
陛

下
お
手
植
え
植
樹
は
お
手
植
え
木

は
、
ア
カ
マ
ツ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
。
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
お
手
播
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
2
種

類
の
播
種
と
し
た
。
天
皇
陛
下
お

手
播
き
樹
種
は
、
津
島
マ
ツ
・
飯

豊
ス
ギ
。
皇
后
陛
下
お
手
播
植
樹

は
、
ベ
ニ
シ
ダ
レ
・
マ
ル
バ
シ
ャ

リ
ン
バ
イ
。

天
皇
皇
后
両
陛
下

福
島
県
行
幸
啓

平
成
30
年
6
月
9
日
～
6
月
11
日

第
69
回
全
国
植
樹
祭

雨模様の中第69回植樹祭会場へ入られる

天皇皇后両陛下が笑顔で手を振られる

6
月
11
日
、
相
馬
市
役
所

で
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
昼

食
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
地
震
、
津

波
、
原
発
事
故
の
複
合
災
害

を
受
け
た
相
馬
市
に
お
け
る

緊
急
対
応
や
、
そ
の
後
の
様

々
な
御
苦
労
に
つ
い
て
具
体

的
に
お
話
し
さ
れ
、
両
陛
下

が
そ
の
話
を
真
剣
に
聞
か
れ

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
23
年
の
5
月
に
、
両
陛
下

が
相
馬
市
を
訪
問
さ
れ
、
相

馬
市
長
の
言
葉
を
借
り
ま
す

と
、
「
一
番
苦
労
し
て
い

た
、
一
番
辛
か
っ
た
時
に
両

陛
下
に
来
て
い
た
だ
い
て
、

市
民
を
元
気
付
け
て
い
た
だ

き
、
ま
た
私
に
も
パ
ワ
ー
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
そ
の
後
の
復
興
に
向
か

っ
て
歩
み
続
け
る
原
動
力
に

な
っ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

[

出
典

福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ]

福
島
県
知
事
記
者
会
見

内
堀
正
雄
知
事

沿
道
に
集
ま
っ
た

大
勢
の
県
民
が
天

皇
皇
后
両
陛
下
を

笑
顔
で
お
出
迎
え

す
る

天皇陛下お手播きの様子

皇后陛下お手植えの様子
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天皇皇后両陛下行幸啓
生前退位前に被災地訪問最後

福
島
県
相
馬
市
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
記
憶
を
い
つ

ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

教
訓
と
し
て
後
世
に
託
す
た

め
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
原
釜
地
区
と
磯
部
地
区
に

被
災
鎮
魂
広
場
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
震
災
犠
牲
者
の

慰
霊
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

広
場
内
に
慰
霊
碑
を
建
立
さ

れ
た
。
原
釜
地
区
に
建
立
さ

れ

た

慰

霊

碑

に

は

、

表

面

に

原

釜

・

尾

浜

地

区

等
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
二
〇

七
名
の
御
芳
名
、
裏
面
に
地

区
の
被
災
状
況
を
記
し
た
碑

文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

相
馬
市
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
９
日
か

ら
11
日
の
2
泊
3
日
で
福
島
県

を
訪
問
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
後
、
両
陛
下
の
訪
問
は
二

〇
一
一
年
5
月
以
降
6
度
目

で
、
在
位
中
最
後
の
福
島
県
訪

問
と
な
る
見
通
し
。
福
島
県
復

興
の
現
状
を
見
届
け
る
と
と
も

に
、
一
歩
ず
つ
生
活
再
建
の
道

を
歩
む
被
災
者

ら
を
見
舞
う
。

両
陛
下
は
震
災

の
発
生
直
後
か

ら
被
災
地
に
気

に
か
け
、
震
災

後
、
福
島
、
宮

城
、
岩
手
の
３

県
を
10
回
以
上

訪

問

し

て

き

た
。
９
日
に
は

い
わ
き
市
の
復

興
公
営
住
宅
団

地
で
被
災
者
ら

と

懇

談

さ

れ

た
。
11
日
に
は

皇
后
陛
下
が
過

労
の
た
め
前
夜
か
ら
発
熱
さ
れ

て
い
た
が
午
前
の
日
程
は
予
定

通
り
務
め
ら
れ
た
。
同
日
午

前
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
相

馬
市
の
原
釜
地
区
を
７
年
ぶ
り

に
訪
れ
、
雨
が
降
る
中
、
慰
霊

碑
に
花
を
供
え
ら
れ
た
。
続
い

て
、
震
災
後
に
整
備
し
た
水
産

業
施
設
で
松
川
浦
漁
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
魚
の
仕
分
け
作
業
を

見
学
さ
れ
た
。

6月9日天皇皇后両陛下がいわき市の復興公営住宅北好

間団地で入居者の方々とお話しされる。

両
陛
下
被
災
地
訪
問

6月11日天皇皇后両陛下は相馬原釜地方卸売市場で魚

の仕分け作業を見学された。

福
島
県
相
馬
市
の
松
川
浦

漁
港
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
津
波
に
よ
り
、
岸
壁
や

併
設
さ
れ
て
い
た
魚
市
場
、

加
工
施
設
な
ど
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。
相
馬
市

は
、
市
の
主
要
な
産
業
の
一

つ
で
あ
る
水
産
業
の
早
期
復

興
に
向
け
、
松
川
浦
漁
港
に

相

馬

市

水

産

業

共

同

利

用

施

設

を

整

備

し

た
。

相
馬
原
釜
地
方
卸
売
市
場

6月11日福島駅前に多くの人々が天皇皇后両陛下お見送りに集ま

った。行幸啓を終え還幸啓される両陛下は笑顔で手を振られた。


